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研究成果の概要（和文）：　本研究は、６世紀から９世紀における中央ユーラシア遊牧民、とりわけトルコ系遊
牧民の歴史動態を分析した。南北モンゴル高原にそれぞれ遊牧中原が歴史的に形成されてきた実態を踏まえ、考
古資料に関しては現地遺跡を踏査し、関連する文献史料については、特に突厥碑文の解読（拓本資料等の実見精
査）に基づき究明してきた。その結果、南北モンゴルの遊牧中原をつなぐゴビ地域の歴史環境がトルコ系遊牧民
の活動のみならず、同時代における東アジアの覇者たる唐帝国の軍事あるいは外交的な動向にも影響を与えてい
たことが判明した。

研究成果の概要（英文）：This study project analyzed the pastoral nomadic people (especially turkic 
nomads) lived on the central Eurasia from the 6th century to the 9th century. The author researched 
historical sites and turkic inscriptions located in Mongolia plateau and concluded that there ware 2
 pastoral nomads' central plain at northern and southern Mongolia. That is, northern one is the 
pastoral nomads' central plain at Hangai Mountains and southern one is at Yinsan Mountains. 
Therefore this study project found that the Gobi area had great influence on not only turkic empires
 stemmed from these 2 pastoral nomads' central plain but also the Chinese empires. 
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１．研究開始当初の背景 
 
 本研究代表者は、これまで突厥碑文を「主」
に漢文史料を「従」に、さらに考古遺跡の実
見調査をてがかりに研究を推進してきた。拓
本や碑文の実見によって遊牧民の史料読解
を深化させた結果、中央ユーラシアのトルコ
系遊牧国家「突厥」の国家構造や歴史意識を
浮き彫りにしてきた。なかでも、北モンゴル
に建造された碑文にもおいても南モンゴル
の重要性を読み取る記述を見出したのであ
る〔図〕。同時に漢文史料や中国領から発表
された遺跡情報を検討した結果、突厥可汗国
の展開において北モンゴルと南モンゴルの
連関性が中央ユーラシア史のみならず、東ア
ジア世界の軍事勢力の形成過程に重要な影
響を与えていたことを指摘してきた。 

〔図〕南北モンゴルの遊牧中原の概念図 
 
 Ａ＝北モンゴルの遊牧中原（ハンガイ・ヘ
ンティ山脈を包含する） 

 Ｂ＝南モンゴルの遊牧中原（陰山山脈を中
心とする草原地帯で、歴史上いくつも
の長城を包含する） 

 Ｃ＝農業牧畜接壌地域／境界地帯 
 
 本研究課題は、文化人類学者である小長谷
有紀によって、遊牧民の文化と歴史の展開か
ら抽出された「遊牧中原」という地理概念を
援用して［小長谷有紀「地図でよむモンゴル」
『季刊民族学』85、1998年］、いまだ全貌が
あきらかにされていない、内モンゴル自治区
の陰山山脈地帯に焦点をあてることとなっ
た。そこは農地開発によって毎年新たな遺跡
や遺物が陸続と紹介されており、突厥の活動
拠点と範囲を分析するに足るフィールドで
ある。 
 
 換言すれば、本研究は、南モンゴルの遊牧
中原を解明するものであり、その結果を踏ま
えつつ、研究代表者の諸研究を含めた研究蓄
積のある北モンゴルの遊牧中原の分析を深

化させ、南北モンゴルの遊牧中原を包括する
突厥可汗国史、さらにはトルコ系遊牧民の歴
史の復元を試みるものである。さらに、中央
ユーラシア史と東アジア史の関連性を追求
するため、農牧接壌地帯における定住農耕民
側の軍事拠点にも地政学的な分析を加える
ものである。 
 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的は、内モンゴル自治区の陰山
山脈地帯に現存する関係遺跡を調査し、南モ
ンゴルにおける遊牧中原の位置付けを行う
ことである。 
 
 具体的には、従来、報告されてきた石人や
埋葬遺跡（板石墓、石囲い墓）、唐代の軍鎮
（受降城や羈縻支配の拠点となった古城趾）
の実見調査となる。先行研究の報告では遺跡
の状況が十分に知られないためであり、正確
な位置をもとにした分布図を作製するとと
もに、遺跡と遺物のデータベースを作成する。 
 
 あわせて南モンゴルの遊牧中原と北モン
ゴルの遊牧中原を比較検証することも目的
としている。そのため当然、両地域・中原を
つなぐゴビ地域の研究が欠かせない。従来、
取り上げられることが少なかった、等閑視さ
れていたゴビの遺跡や史料を考察に加え、こ
れらを統合、分析することによって、中央ユ
ーラシアにおける古代トルコ系遊牧民の動
態を具体的かつ実証的に位置付けることを
目的とする。 
 
 
３．研究の方法 
 
 本研究では２つの方法によって研究を進
める計画である。すなわち、(1)突厥関連遺
跡に実際に赴いて実見調査を行う。そして、
それを踏まえて、(2)国内にて調査結果の考
察、分析を行ったのち、南北モンゴルの遊牧
中原の存在とその歴史的意義を検証し、中央
ユーラシア史における古代トルコ遊牧民の
役割を解明すること、である。 
 
 前者(1)については、研究目的の内容に即
して、南モンゴルについては、中華人民共和
国・内モンゴル自治区の諸遺跡を調査地とし
て選定する。また、北モンゴルについては、
モンゴル国中央部に位置する諸遺跡ならび
にゴビに現存する諸遺跡を対象とする。 
 
 (2)に関しては、突厥碑文が主要考察対象と
なるが、広島大学や九州大学など国内研究機
関を訪問して拓本の精査を実施する。 
 
 以上の作業を経て得られた成果を、国内外
の諸学会で報告するほか、論文を執筆して発



信してゆく。 
 
４．研究成果 
 
 本研究では、以下のような現地フィールド
調査を実施してきた。 
 
実施 
年度 

調査地 目標 

２５ モンゴル国 
北モンゴル 
ハンガイ地域 

２６ モンゴル国 
北モンゴル 
特にゴビ地域 

２７ 中国・内蒙古 
南モンゴル 
特に陰山地域 

２８ 
中国・内蒙古 
モンゴル国 

南モンゴル 
特にオルドス 
北モンゴル 
特にゴビ地域 

 
研究計画の時点では南モンゴルの遊牧中原
調査を先行させていた。しかし、本研究の理
論的骨子を確立させるために、初年度は北モ
ンゴルの調査と既発表史資料の網羅的な分
析を優先させて行った【主な発表論文等＞雑
誌論文⑦】。 
 
 その結果として、研究期間後半の南モンゴ
ル調査、すなわち中国領内蒙古自治区などに
おける遺跡調査をより広範囲に拡大して実
施することができた。具体的にはオルドス地
域におけるトルコ系遊牧民の痕跡のみなら
ず、中華帝国の軍事遺跡や前後する時代の諸
遺跡を併せて分析することができた。 
 
 一方、モンゴル国での調査については、計
画の通り、ゴビ地域の調査に集中した。とり
わけ南ゴビ県、中ゴビ県に散在する遺跡や史
料を３次にわたり踏査することができ、古代
トルコ系遊牧民によるゴビ縦断経路の手掛
かりを収集することができた。以下は特に顕
著な成果があげられた、あるいは今後の研究
の進展が予想される主要遺跡と史料である
【主な発表論文等＞雑誌論文①】。 
 例１）中ゴビ県デル山の漢文銘文…７世紀
中葉、唐代の史料、ゴビ縦断ルートの痕跡 
 例２）中ゴビ県デルゲルハンガイ郡の漢文
銘文…古代トルコ遊牧民以前の中華帝国
によるゴビ縦断ルートの痕跡 
 例３）南ゴビ県のサイリン=バルガス…年
代不詳ながら漢籍への記述が予想される
草原都市、土城遺址 
 
 以上の現地調査とその分析の結果、南北モ
ンゴルをつなぐ経路、すなわちゴビの縦断路
の重要性は、ただ遊牧民の側だけではなく、
中華帝国の側にも見出される。例えば、中華
の領域が西北方面に拡大された時代、つまり、
唐の前半期においては、唐の覇権のもと南北
モンゴルの遊牧中原が統合されている。この

際にゴビのルートが積極的に利用されたこ
とは、本研究が発表した２論考をもって解明
されている【主な発表論文等＞雑誌論文③、
雑誌論文④】。同時に北モンゴルでは草原都
市が築かれており、モンゴル南北をつなぐ交
通路が実質的な物的交流をうながしていた
証左となる。 
 
 本研究の成果は、南北モンゴルの遊牧中心
という作業仮説を検証するものであり、両者
をつなぐゴビの歴史的重要性を浮かびあが
らせるものであった。ゴビの歴史環境を復元
することは、中央ユーラシア史あるいは東ア
ジア史に、かつまた古代トルコ遊牧民の歴史
上に大きな影響を与える。すなわちトルコ遊
牧民以前の民族大移動期の遊牧民情勢、また
１３世紀のモンゴル帝国の歴史動態に鑑み、
南北モンゴルをつなぐゴビ地域の歴史解明
が今後の課題となる。 
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